
令和 4年度から石巻観光大使に任命された
若手俳優小松準弥さんから寄稿いただきました。
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石巻剣道連盟広報・記録部

　石巻剣道連盟の皆様には、剣道の普及発展、少年剣
道の指導等、常々多大なる御尽力を賜っております事
に心から敬意と感謝を申し上げます。又、当連盟の運
営に際しましても、お力添えを賜っております事にも
感謝申し上げる次第であります。
　さて、2020年の3月以降、新型コロナウィルス感染
症について全剣連から様々な規制、情報が発信され、
今迄通りの稽古も制約され、各種大会を開催出来ず大
変な思いをしながらの3年間でした。しかし、そのよ
うな中においても剣道を続けて来られた事自体、二度
と味わう事のない自己研鑽だったと受け止め、今後の
大きな糧にして欲しいと願うものであります。
　ところで、新型コロナウィルス感染症も政府は、5
月8日「二類相当」から季節性インフルエンザなどと
同じ「五類」に移行する方針を決定しました。季節性イ
ンフルエンザと同じだから、感染者や濃厚接触者に求
められている待機期間はなくなることになりますが、
感染した場合には、これも季節性インフルエンザと同
じで、周囲に広げないよう行動する事が大切です。今
後も、自分は自分で守る事を基本にしっかり健康管理
に努めた上で稽古や指導に励んでいただきたくお願
い致します。
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「剣道耕人」は、石巻（旧河北町）が生んだ
剣道範士八段武山松五郎先生の遺文で
ある。武山先生は人づくりの重要性を強
く認識され、「剣道をもって人を耕す」と
いう信念で剣道の振興発展に尽力され
た方である。武山先生は常に、指導者は、
剣道の事理一致の修業を通じて自らを
高めることが大切であり、剣の理法を修
練する中で青少年の心身を耕し、人間形

「剣道耕人」の由来

成をはかることが剣道本来道本来の姿であると説かれた。石巻剣
道連盟広報誌発刊に当たり、武山先生の御意思である「剣道は処
生大道なり、耕は尽くることなし」を継承すべく、広報誌名を「剣
道耕人」と命名した。

　ところで、現代社会において少子化が大きな社会
問題となっており、小学校、中学校の児童生徒の減少
は、我々剣道連盟においても大きな問題であります。
各道場や剣道スポーツ少年団、中学校での部活動に
おいて、チーム編成が出来ないところも多くなって
おります。それを解決する為には、道場間、スポ少間、
各中学部活間、お互いに合同チームでの大会参加な
ど色々方策を講じて行く事が今迄以上求められてい
ると思われます。一人でも多く一生剣道出来る環境
づくりを真剣に実践してまいりましょう。
　令和5年度は、各種大会がコロナ禍以前のように
開催されますので、大会運営等色々御苦労をおかけ
致しますが、本連盟の運営も合わせてお願い申し上

　コロナに社会全体が震撼し、剣道界も
活動制限を余儀なくされた３年間でし
た。そのような中で、石巻剣道連盟とし
ても手探り状態ながら活動方法を模索
してきました。活動制限の中にもかかわ

　皆様はじめまして、小松準弥と申しま
す。私は宮城県石巻市出身で、現在は「仮面
ライダーリバイス」門田ヒロミ/仮面ライ
ダーデモンズ役や歌劇『桜蘭高校ホスト
部』須王環役など、舞台やドラマなどを中
心に俳優として活動させていただいてお
ります。
　私は小学2年生から10年間、剣道に励ん
できました。その中で得た経験は今でも私
の人生の礎であり、俳優としての今の自分
があるのは、そのかけがえのない時間が
あったからだと自負しております。
　剣道を通して今でも大切にしていること
があります。それは感謝の気持ちを持って
諦めずに努力をすれば、いつか素晴らしい
景色を見ることができるということです。
　私は中学3年の頃、三獅剣友会というス
ポーツ少年団に所属しており、全日本少年
剣道錬成大会宮城県予選大会で団体戦2位
となり、夢だった全国大会出場を果たしま
した。しかし、この夢を果たせたのは自分
だけの力ではありません。同じ夢を持った
親友であり戦友でもある仲間たちがいて

遠藤秀之 菅野勝也 佐藤修一 遠藤雅宏 佐々木宏明 佐藤重男

◉令和4年度　称号、段位合格者＜剣道＞
教士 教士 七段 七段 七段 七段

会長

くれたこと、厳しさ以上に愛情と温かさを
持った恩師、父兄の皆さまなど、周りの方々
がいてくださったおかげです。
　人間誰しも一人では大きなことは成し遂
げられません。そこには必ず仲間、そして支
えてくれる方々がいます。その全ての皆様
に感謝の気持ちを持ち、真っ直ぐ素直な気
持ちで励んでいけば、必ず道は開けます。夢
を叶えることも大切かもしれませんが、そ
れだけが全てではないと私は思います。夢
を叶えるために歩む道のりやその過程、目
に見えない大切なものにどれだけ敏感にな
り、感謝していけるかが大切だと感じてお
ります。その経験が今の私にも繋がってい
るので、現在、そしてこれから剣道に勤しむ
子どもたちや若い世代の皆様にも、自分な
りに大切なことを見つけ、将来の夢や人生
の助けになることを願っています。
　改めて剣道という武道は素晴らしいもの
です。剣道を通して大切なことを見つけな
がら、思いっきり楽しんでほしいなと思い
ます。少年少女剣士たちよ、楽しく笑顔で！
大きく羽ばたけ！
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げます。
　令和5年度本連盟、更な
る飛躍の年となるようお
祈り申し上げます。らず広報誌第９号を発行出来る様になりましたこと、嬉し

い限りです。皆様のご協力によりこの様に発行出来ます事
有難く思います。ワクチン接種も進み、活動制限も緩和さ
れつつ有ります。取り返す事の出来ない時間を、憂うこと
なく有意義に過ごせるようになることを期待します。今回
の発行に当たって寄稿を快諾頂きました方々に感謝いた
します。大変有難うございました。

佐藤 潤
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若生孝之 鈴木克範 内海泰史 佐藤智博
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今野幸夫
六段

日下啓一
五段

木村剛美
五段

＜居合道＞ ＜剣道＞
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　令和4年5月22日に公益財団法人全日本剣道連盟稲川
泰弘会長名で小学生剣道教育奨励賞を当正心学館道場
が受賞いたしました。少年剣道に情熱と愛情を持ち長
年ご指導頂きました関係者の皆様に厚くお礼を申し上

　夏の暑さの中、マスク・面シールドの息苦しさとコロ
ナ禍の不安を気合で吹き飛ばし、3年ぶりのOB・OG会
が実現できたことはコロナ後に向けて一歩踏み出すこ
とができ、大きな喜びでした。
　現役生は3年生も含めて10名が参加してくれまし
た。OB・OGは精鋭8名が集まりました。結果は、6勝2敗
2引き分けでOB・OGが勝利しました。以前のように現
役生をお腹いっぱいにさせて労うことはできませんで
したが、参加したOB・OGで気持ちを出し合い、現役生
に贈呈しました。
　当日、OB・OGチームの大将を務めていただいた47
回生の髙橋謙二先輩から次のような高校時代の思い出

事業部部会長 木村 剛美

令和4年度の事業を振り返る

剣道奨励賞を受賞して

続けたいと思います。現在門下生20名、
親の会、指導者が三位一体となり日々
稽古に励んでおります。当道場「靖和闘
魂」の旗印のもと、勝ち負けに拘らない
先代の教えを今後も繋ぎ通して行きま
す。

末永先生が実際に技を披露しながらわかりやすく子供
達を指導してくださいました。
　末永先生の素振り、足さばき、打突に至るすべてにお
いて、参加した子供達はもちろん、その場にいた我々指
導者もその素晴らしさに只々瞠目しました。
　最後は指導稽古を1人1分半ずつですが実施し子供た
ち全員が、末永先生の強さを肌で感じたと思います。
　指導稽古後、末永先生と狩野喜代子先生による模範
稽古を実施しました。2人の激しい攻防に、その場にい
た全員が息をのみ観戦しました。
　今回のスポーツフェスティバルは、子供はもちろん、
指導者にとっても大変有意義なものとなり和歌山県か
ら講師としておいでくださいました末永先生にはこの
場をお借りし感謝申し上げます。「剣道耕人」の由来で
ある「剣道を持って人を耕す」という信念で、今後も剣
道の振興発展に尽くして参ります。
　また、このスポーツフェスティバルinいしのまき（剣
道）を開催するために、ご協力いただきました石巻市ス
ポーツ協会並びに各団体の指導者、保護者の皆様に心
より御礼申し上げます。

　また、11月26日に日本剣道形の事前研修会を行い、
総括及び初段の指導に副理事長の舛田育久先生、弍段
に副会長の佐藤政治先生、参段に高体連の小山栄先生
を中心に指導していただきました。受講者の皆さんも
「合格するために」短時間で真剣な形稽古となりまし
た。先生方には、細かな部分まで分かりやすく熱心に指
導していただきました。審査会は12月4日に行いまし
た。錬成大会と同じように感染対策ということで、午前
に初段の部、午後に弐段、参段に分けて実施しました。
見事に合格された皆さんおめでとうございます。ご協
力いただいた各部の先生方、朝早くからありがとうご
ざいました。お陰様でスムーズな運営ができました。

　「錬成大会をしたい！」今年もその思いで、事業部と
して準備を進めていました。今年度も新型コロナウイ
ルスの感染状況が変化する中、完璧な感染対策を講じ
ることで「よし、行ける！」との決断に至りました。大会
がほとんどできない中、限られた練習時間で汗を流す
「子どもたちの表現の場」が提供できる嬉しさがありま
した。3年ぶりの錬成大会ということもあり、若干簡略
化した内容となりました。特に午前の部を小学生、午後
の部を中学生として実施したのが大きな対策となりま
す。小学生団体戦優勝の廣心館道場、各部の個人戦で優
勝された皆さん、おめでとうございます。事業部とし
て、コロナ禍になる前に温めていた内容もあります。今
後は以前のように、石巻地区の子供たちを保護者の皆
さんが囲むような温かな大会を目指します。

正心学館道場館長

三浦 憲一

スポーツフェスティバル in
いしのまき 2022 に参加して

催されました。
　この「スポーツフェスティバルinいしのまき」は国際
マスターズゲームズがオリンピックの翌年4年ごとに
主宰する国際総合競技大会の一部としてワールドマス
ターズゲームズ2021関西組織委員会が主催となり行
われたスポーツイベントです。
　剣道には末永真理（旧姓山本真理子）先生が講師とし
てお越しになり、石巻地区の小、中学生を対象に武道ク
リニックを行いました。
　末永先生は現在、剣道錬士六段、全日本女子剣道選手
権大会で3度の優勝、世界剣道選手権大会では団体優勝
と数々の実績を持つ日本剣道界を代表する選手でもあ
ります。
　冒頭の挨拶では、平成25年に2度目の全日本女子剣
道選手権大会で優勝後、石巻で開催された武道フェス
ティバルの講師として来石、そして今回、9年ぶり3度目
の優勝で再び石巻に講師として来たことに、「何か縁を
感じます。」と話をしてくださいました。
　石巻剣道連盟副会長の佐藤政治先生による開会の挨
拶の後、準備体操、素振り、足さばき、基本練習を行い、

の床板。砂ぼこりとササクレが刺さる青春の足跡とし
て甦る。』
　そういえば、50年前は、パソコンも携帯も東北新幹線
もなく、インフルエンザも、布団にくるまって汗をか
き、気合で直せと言われていたような…。
　OB・OG会の最後に、いつも会場を提供いただいてい
る湯殿山神社宮司で34四回生の保積克彦先生よりご挨
拶をいただきました。「剣道は、道なくして剣なく、剣な
くして道なし、人間形成の道。私も70を過ぎたが、剣の
修行に終わりはなく今も週4日、稽古をしている。」との
お話をお聞きし、現役生は改めて剣道の奥深さを感じ、
OB・OGは初心に帰って、自分自身を見つめ直したので
はないでしょうか。今回は、諸事情により、遠慮したり、
自粛したりしたOB・OGも多くいたのではないかと思
います。次年度以降、以前のように気兼ねなく集まり、
年齢に関係なく剣を交え、杯を酌み交わせる日が来る
ことを願うばかりです。

佐藤 潤総務部副部会長

げます。正心学館道場は故藤原命助先生が自宅庭先の
青空道場でなぎなた、剣道を指導していましたが、同敷
地内に1979年プレハブ道場を建て創立されました。高
い教育理念のもと青少年健全育成を目標とした、その
ご薫陶を胸に以来43年脈々と受け繋いできました。少
子化及び剣道離れの昨今、道場の減少も見られますが
日本の伝統文化の一つである剣道の素晴らしさを伝え

エピソードを送ってい
ただきました。『石高剣
道部、50年前の練習場
は、講堂と言われた旧
体育館。夏は、汗たぎる
夕陽熱烈熱波。冬は、北
風ピューピューで極寒

　令和4年10月2日（日）に
石巻市総合体育館武道場
を会場とし「ワールドマ
スターズゲームズ2021関
西・スポーツフェスティ
バルinいしのまき」が開

戸田 俊博（51 回生）

（石巻地区少年剣道錬成大会、昇段審査事前研修会）

石巻高校剣道部OB・OG会
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後は以前のように、石巻地区の子供たちを保護者の皆
さんが囲むような温かな大会を目指します。

正心学館道場館長

三浦 憲一

スポーツフェスティバル in
いしのまき 2022 に参加して

催されました。
　この「スポーツフェスティバルinいしのまき」は国際
マスターズゲームズがオリンピックの翌年4年ごとに
主宰する国際総合競技大会の一部としてワールドマス
ターズゲームズ2021関西組織委員会が主催となり行
われたスポーツイベントです。
　剣道には末永真理（旧姓山本真理子）先生が講師とし
てお越しになり、石巻地区の小、中学生を対象に武道ク
リニックを行いました。
　末永先生は現在、剣道錬士六段、全日本女子剣道選手
権大会で3度の優勝、世界剣道選手権大会では団体優勝
と数々の実績を持つ日本剣道界を代表する選手でもあ
ります。
　冒頭の挨拶では、平成25年に2度目の全日本女子剣
道選手権大会で優勝後、石巻で開催された武道フェス
ティバルの講師として来石、そして今回、9年ぶり3度目
の優勝で再び石巻に講師として来たことに、「何か縁を
感じます。」と話をしてくださいました。
　石巻剣道連盟副会長の佐藤政治先生による開会の挨
拶の後、準備体操、素振り、足さばき、基本練習を行い、

の床板。砂ぼこりとササクレが刺さる青春の足跡とし
て甦る。』
　そういえば、50年前は、パソコンも携帯も東北新幹線
もなく、インフルエンザも、布団にくるまって汗をか
き、気合で直せと言われていたような…。
　OB・OG会の最後に、いつも会場を提供いただいてい
る湯殿山神社宮司で34四回生の保積克彦先生よりご挨
拶をいただきました。「剣道は、道なくして剣なく、剣な
くして道なし、人間形成の道。私も70を過ぎたが、剣の
修行に終わりはなく今も週4日、稽古をしている。」との
お話をお聞きし、現役生は改めて剣道の奥深さを感じ、
OB・OGは初心に帰って、自分自身を見つめ直したので
はないでしょうか。今回は、諸事情により、遠慮したり、
自粛したりしたOB・OGも多くいたのではないかと思
います。次年度以降、以前のように気兼ねなく集まり、
年齢に関係なく剣を交え、杯を酌み交わせる日が来る
ことを願うばかりです。

佐藤 潤総務部副部会長

げます。正心学館道場は故藤原命助先生が自宅庭先の
青空道場でなぎなた、剣道を指導していましたが、同敷
地内に1979年プレハブ道場を建て創立されました。高
い教育理念のもと青少年健全育成を目標とした、その
ご薫陶を胸に以来43年脈々と受け繋いできました。少
子化及び剣道離れの昨今、道場の減少も見られますが
日本の伝統文化の一つである剣道の素晴らしさを伝え

エピソードを送ってい
ただきました。『石高剣
道部、50年前の練習場
は、講堂と言われた旧
体育館。夏は、汗たぎる
夕陽熱烈熱波。冬は、北
風ピューピューで極寒

　令和4年10月2日（日）に
石巻市総合体育館武道場
を会場とし「ワールドマ
スターズゲームズ2021関
西・スポーツフェスティ
バルinいしのまき」が開

戸田 俊博（51 回生）

（石巻地区少年剣道錬成大会、昇段審査事前研修会）
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　東松島市出身の岸野真知さんが全日本女子剣道選手
権宮城県予選を勝ち抜き、令和4年9月4日に行われた
第61回全日本女子剣道選手権大会に宮城県代表として
出場されました。

石巻地域に関わる女子選手の活躍 　また、令和4年10月16日に行われた第38回全国道場
対抗剣道大会･全国道場少年剣道選手権大会において、
中学生女子の部で一心堂剣道の久保琳音さんが優勝の
栄冠に輝きました。
　さらに、令和4年9月18日に行われた第39回宮城県女
子団体対抗剣道大会において、石巻チーム（先鋒：児玉
真理依、中堅：渡邉美咲、大将：狩野喜代子）が3位入賞を

副理事長 舛田 育久

　新型コロナ感染拡大により中止されていた石巻剣道
祭が、3年ぶりにビッグバンを会場に200名の剣士が集
い、1月29日に開催されました。
　今回の剣道祭は感染予防対策として、活動内容を縮
小し午前中のみ、観客数も制限したため、来賓の方々へ
のご案内を控えての開催といたしました。
　開会式で齋藤会長より激励された200名の剣士は、
次の準備運動では、石巻北高の山田主将のきびきびと
した号令の下、会場狭しと気合の入った素振りを行っ
ていました。その光景はまさに壮観そのもの、剣道祭を

開催してよかったと感じ
た瞬間でした。
　模範稽古では、宮城県
代表として全日本剣道選
手権に5回出場されてい
る武田直大先生（石巻北
高校顧問）を元立ちに、

第 6回石巻剣道祭

位入賞を果たしました。
　石巻地域に関わる女子選手
が大いに活躍した令和4年度
でした。

　また、合同稽古では、日頃ご指
導を頂けない先生に稽古を頂け
る貴重な機会となりました。
　今回の剣道祭は、コロナ禍で
行える精一杯の形での開催とな
りましたが、次回は本来の形で
の開催ができることを願うばか
りです。

小・中・高の男女8名の選手が稽古を付けて頂きました。
武田先生は、一人一人の選手の力量に合わせて、打つ機
会を自ら打って示し、そして正しい打ちを引き出して
くれていました。憧れの先生に稽古を頂いた選手は勿
論ですが、その様子を固唾を吞んで一言も発せず見
入っていた会場の選手にとっても、素晴らしい時間と
なりました。
　その後行われた個人試合練成会では、普段の大会で
は行われることのない中学生と高校生の試合も見ら
れ、高校生が意地を示そうと緊迫した中にも楽しんで
いる様子が伺えました。
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　令和4年5月22日に公益財団法人全日本剣道連盟稲川
泰弘会長名で小学生剣道教育奨励賞を当正心学館道場
が受賞いたしました。少年剣道に情熱と愛情を持ち長
年ご指導頂きました関係者の皆様に厚くお礼を申し上

　夏の暑さの中、マスク・面シールドの息苦しさとコロ
ナ禍の不安を気合で吹き飛ばし、3年ぶりのOB・OG会
が実現できたことはコロナ後に向けて一歩踏み出すこ
とができ、大きな喜びでした。
　現役生は3年生も含めて10名が参加してくれまし
た。OB・OGは精鋭8名が集まりました。結果は、6勝2敗
2引き分けでOB・OGが勝利しました。以前のように現
役生をお腹いっぱいにさせて労うことはできませんで
したが、参加したOB・OGで気持ちを出し合い、現役生
に贈呈しました。
　当日、OB・OGチームの大将を務めていただいた47
回生の髙橋謙二先輩から次のような高校時代の思い出

事業部部会長 木村 剛美

令和4年度の事業を振り返る

剣道奨励賞を受賞して

続けたいと思います。現在門下生20名、
親の会、指導者が三位一体となり日々
稽古に励んでおります。当道場「靖和闘
魂」の旗印のもと、勝ち負けに拘らない
先代の教えを今後も繋ぎ通して行きま
す。

末永先生が実際に技を披露しながらわかりやすく子供
達を指導してくださいました。
　末永先生の素振り、足さばき、打突に至るすべてにお
いて、参加した子供達はもちろん、その場にいた我々指
導者もその素晴らしさに只々瞠目しました。
　最後は指導稽古を1人1分半ずつですが実施し子供た
ち全員が、末永先生の強さを肌で感じたと思います。
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稽古を実施しました。2人の激しい攻防に、その場にい
た全員が息をのみ観戦しました。
　今回のスポーツフェスティバルは、子供はもちろん、
指導者にとっても大変有意義なものとなり和歌山県か
ら講師としておいでくださいました末永先生にはこの
場をお借りし感謝申し上げます。「剣道耕人」の由来で
ある「剣道を持って人を耕す」という信念で、今後も剣
道の振興発展に尽くして参ります。
　また、このスポーツフェスティバルinいしのまき（剣
道）を開催するために、ご協力いただきました石巻市ス
ポーツ協会並びに各団体の指導者、保護者の皆様に心
より御礼申し上げます。
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（石巻地区少年剣道錬成大会、昇段審査事前研修会）

石巻高校剣道部OB・OG会
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出向で石巻市に勤務されていて、令和 4年 11月に八段審査に
合格された立見顕久先生より寄稿いただきました。

　11月24日に開催された八段昇段審査の結果報告で
湯殿山道場へ伺った際に、飛川先生から石巻剣道連盟
広報紙への寄稿依頼がありましたので、大変恐縮では
ございますが寄稿させていただきます。
　まずは、いつも大変お世話になっている湯殿山道場
館長の保積先生はじめ、多くの先生方にご指導頂けた
事に心から感謝申し上げます。　
　私は転勤族で現在三井住友海上火災保険㈱からアベ
カツ自動車工業に出向しております。5年前に石巻に着
任し、ご縁があり湯殿山道場でお世話になっておりま
す。この5年間は私にとって大変充実したもので、八段
審査に挑む環境としては最高のものでした。八段に昇
段出来たのも間違いなく、湯殿山道場の皆様方と交剣
出来たからだと思います。
　ここで八段昇段にあたり、石巻の先生方から教わっ
た事や自身で意識した事を3点記載しましたので、今後
皆様方が剣道を続ける上で一助となれば幸いです。

1.　守破離の精神
　先生から教わった事、見て学んだ事を自身で試してみ
て、その事が習得出来る様稽古を積み、その上で教わった
事に少し変化と進化を加えてみる精神は大切だと思いま
す。また、稽古前には目標を持って稽古に挑む事は大変重
要な事だと思います。

2.　初心に帰る
　石巻は剣道が盛んで、老若男女の多くの剣士が揃って
います。私は小学生～高校生まで教える機会があります
が、どうしたら剣士が上達するかを考えます。分かりやす
い言葉で説明し、やって見せて、させてみせて、そして褒
める事を心掛けております。剣士に教える事で、昔自分が
先生に教わり、試して褒められた事を思い出し初心に帰
れます。また、自身が忘れていた事を思い出し気付きもあ
ります。

3.　昇段審査で大切な要素
①色々な方と交剣し、話をし、本を読んだり他人の動画や
自分の動画をみたりして研究心を持って剣道を楽しむ事。
②研究した事を稽古で試し、失敗や成功の繰り返しを継
続する事。　　　　　　　　　
③お世話になった
方への感謝の気持
ちで昇段審査に挑
戦する心。

　新型コロナウィルス感染症が流行する前は、お盆に
鰐陵同窓会総会が行われる日に合わせて、湯殿山道場
を会場に剣道部OB・OG会が行われておりました。内容
はOB・OGと現役生の地稽古、現役生とOB・OGの対抗
戦です。防具をつけない見学者も道場入り口で多数観
戦しておりました。
　稽古・対抗戦の終了後は会場を市内の飲食店に移し
て昼食会になります。OB・OGは久しぶりの再会に杯を
酌み交わし、現役生はOB・OGのおごりで満腹になると

いうのが定番でした。
　コロナ禍により、2年続けて中止となりましたが、令和
4年は、会食はせず、地稽古・対抗戦のみを実施する形で 
8月14日（日）に3年ぶりに開催することができました。

石巻高校剣道部OB・OG会の復活

名前　立見顕久（タツミアキヒサ）　　　
年令　50歳（昭和47年生）
出身地　兵庫県　　　
出身校　兵庫県相生高校卒業
　　　　京都産業大学卒業
勤務先　住友海上入社（現：三井住友海上）

剣道歴　小学2年生で大阪市豊中市大池道場にて剣道を始める
　　　　小学3年生で兵庫県相生若竹会に所属　
　　　　現在は三井住友海上剣道部に所属
戦歴　　■東西対抗出場
　　　　■全日本都道府県大会優勝2回（東京都から出場）
　　　　　　　　　　　　　　3位1回（兵庫県から出場）　　　
　　　　■全日本学生選手権大会3位
　　　　■関西学生選手権大会優勝
　　　　■全日本実業団大会優勝6回
　　　　■全日本高壮年大会優勝3回

＜プロフィール＞

　今後、益々の石
巻剣道連盟の発
展と皆さま方の
ご健勝とご多幸
を心から祈願し
ております。

立見 顕久
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が受賞いたしました。少年剣道に情熱と愛情を持ち長
年ご指導頂きました関係者の皆様に厚くお礼を申し上

　夏の暑さの中、マスク・面シールドの息苦しさとコロ
ナ禍の不安を気合で吹き飛ばし、3年ぶりのOB・OG会
が実現できたことはコロナ後に向けて一歩踏み出すこ
とができ、大きな喜びでした。
　現役生は3年生も含めて10名が参加してくれまし
た。OB・OGは精鋭8名が集まりました。結果は、6勝2敗
2引き分けでOB・OGが勝利しました。以前のように現
役生をお腹いっぱいにさせて労うことはできませんで
したが、参加したOB・OGで気持ちを出し合い、現役生
に贈呈しました。
　当日、OB・OGチームの大将を務めていただいた47
回生の髙橋謙二先輩から次のような高校時代の思い出

事業部部会長 木村 剛美

令和4年度の事業を振り返る

剣道奨励賞を受賞して

続けたいと思います。現在門下生20名、
親の会、指導者が三位一体となり日々
稽古に励んでおります。当道場「靖和闘
魂」の旗印のもと、勝ち負けに拘らない
先代の教えを今後も繋ぎ通して行きま
す。

末永先生が実際に技を披露しながらわかりやすく子供
達を指導してくださいました。
　末永先生の素振り、足さばき、打突に至るすべてにお
いて、参加した子供達はもちろん、その場にいた我々指
導者もその素晴らしさに只々瞠目しました。
　最後は指導稽古を1人1分半ずつですが実施し子供た
ち全員が、末永先生の強さを肌で感じたと思います。
　指導稽古後、末永先生と狩野喜代子先生による模範
稽古を実施しました。2人の激しい攻防に、その場にい
た全員が息をのみ観戦しました。
　今回のスポーツフェスティバルは、子供はもちろん、
指導者にとっても大変有意義なものとなり和歌山県か
ら講師としておいでくださいました末永先生にはこの
場をお借りし感謝申し上げます。「剣道耕人」の由来で
ある「剣道を持って人を耕す」という信念で、今後も剣
道の振興発展に尽くして参ります。
　また、このスポーツフェスティバルinいしのまき（剣
道）を開催するために、ご協力いただきました石巻市ス
ポーツ協会並びに各団体の指導者、保護者の皆様に心
より御礼申し上げます。

　また、11月26日に日本剣道形の事前研修会を行い、
総括及び初段の指導に副理事長の舛田育久先生、弍段
に副会長の佐藤政治先生、参段に高体連の小山栄先生
を中心に指導していただきました。受講者の皆さんも
「合格するために」短時間で真剣な形稽古となりまし
た。先生方には、細かな部分まで分かりやすく熱心に指
導していただきました。審査会は12月4日に行いまし
た。錬成大会と同じように感染対策ということで、午前
に初段の部、午後に弐段、参段に分けて実施しました。
見事に合格された皆さんおめでとうございます。ご協
力いただいた各部の先生方、朝早くからありがとうご
ざいました。お陰様でスムーズな運営ができました。

　「錬成大会をしたい！」今年もその思いで、事業部と
して準備を進めていました。今年度も新型コロナウイ
ルスの感染状況が変化する中、完璧な感染対策を講じ
ることで「よし、行ける！」との決断に至りました。大会
がほとんどできない中、限られた練習時間で汗を流す
「子どもたちの表現の場」が提供できる嬉しさがありま
した。3年ぶりの錬成大会ということもあり、若干簡略
化した内容となりました。特に午前の部を小学生、午後
の部を中学生として実施したのが大きな対策となりま
す。小学生団体戦優勝の廣心館道場、各部の個人戦で優
勝された皆さん、おめでとうございます。事業部とし
て、コロナ禍になる前に温めていた内容もあります。今
後は以前のように、石巻地区の子供たちを保護者の皆
さんが囲むような温かな大会を目指します。

正心学館道場館長

三浦 憲一

スポーツフェスティバル in
いしのまき 2022 に参加して

催されました。
　この「スポーツフェスティバルinいしのまき」は国際
マスターズゲームズがオリンピックの翌年4年ごとに
主宰する国際総合競技大会の一部としてワールドマス
ターズゲームズ2021関西組織委員会が主催となり行
われたスポーツイベントです。
　剣道には末永真理（旧姓山本真理子）先生が講師とし
てお越しになり、石巻地区の小、中学生を対象に武道ク
リニックを行いました。
　末永先生は現在、剣道錬士六段、全日本女子剣道選手
権大会で3度の優勝、世界剣道選手権大会では団体優勝
と数々の実績を持つ日本剣道界を代表する選手でもあ
ります。
　冒頭の挨拶では、平成25年に2度目の全日本女子剣
道選手権大会で優勝後、石巻で開催された武道フェス
ティバルの講師として来石、そして今回、9年ぶり3度目
の優勝で再び石巻に講師として来たことに、「何か縁を
感じます。」と話をしてくださいました。
　石巻剣道連盟副会長の佐藤政治先生による開会の挨
拶の後、準備体操、素振り、足さばき、基本練習を行い、

の床板。砂ぼこりとササクレが刺さる青春の足跡とし
て甦る。』
　そういえば、50年前は、パソコンも携帯も東北新幹線
もなく、インフルエンザも、布団にくるまって汗をか
き、気合で直せと言われていたような…。
　OB・OG会の最後に、いつも会場を提供いただいてい
る湯殿山神社宮司で34四回生の保積克彦先生よりご挨
拶をいただきました。「剣道は、道なくして剣なく、剣な
くして道なし、人間形成の道。私も70を過ぎたが、剣の
修行に終わりはなく今も週4日、稽古をしている。」との
お話をお聞きし、現役生は改めて剣道の奥深さを感じ、
OB・OGは初心に帰って、自分自身を見つめ直したので
はないでしょうか。今回は、諸事情により、遠慮したり、
自粛したりしたOB・OGも多くいたのではないかと思
います。次年度以降、以前のように気兼ねなく集まり、
年齢に関係なく剣を交え、杯を酌み交わせる日が来る
ことを願うばかりです。

佐藤 潤総務部副部会長

げます。正心学館道場は故藤原命助先生が自宅庭先の
青空道場でなぎなた、剣道を指導していましたが、同敷
地内に1979年プレハブ道場を建て創立されました。高
い教育理念のもと青少年健全育成を目標とした、その
ご薫陶を胸に以来43年脈々と受け繋いできました。少
子化及び剣道離れの昨今、道場の減少も見られますが
日本の伝統文化の一つである剣道の素晴らしさを伝え

エピソードを送ってい
ただきました。『石高剣
道部、50年前の練習場
は、講堂と言われた旧
体育館。夏は、汗たぎる
夕陽熱烈熱波。冬は、北
風ピューピューで極寒

　令和4年10月2日（日）に
石巻市総合体育館武道場
を会場とし「ワールドマ
スターズゲームズ2021関
西・スポーツフェスティ
バルinいしのまき」が開

戸田 俊博（51 回生）

（石巻地区少年剣道錬成大会、昇段審査事前研修会）

石巻高校剣道部OB・OG会

4

出向で石巻市に勤務されていて、令和 4年 11月に八段審査に
合格された立見顕久先生より寄稿いただきました。

　11月24日に開催された八段昇段審査の結果報告で
湯殿山道場へ伺った際に、飛川先生から石巻剣道連盟
広報紙への寄稿依頼がありましたので、大変恐縮では
ございますが寄稿させていただきます。
　まずは、いつも大変お世話になっている湯殿山道場
館長の保積先生はじめ、多くの先生方にご指導頂けた
事に心から感謝申し上げます。　
　私は転勤族で現在三井住友海上火災保険㈱からアベ
カツ自動車工業に出向しております。5年前に石巻に着
任し、ご縁があり湯殿山道場でお世話になっておりま
す。この5年間は私にとって大変充実したもので、八段
審査に挑む環境としては最高のものでした。八段に昇
段出来たのも間違いなく、湯殿山道場の皆様方と交剣
出来たからだと思います。
　ここで八段昇段にあたり、石巻の先生方から教わっ
た事や自身で意識した事を3点記載しましたので、今後
皆様方が剣道を続ける上で一助となれば幸いです。

1.　守破離の精神
　先生から教わった事、見て学んだ事を自身で試してみ
て、その事が習得出来る様稽古を積み、その上で教わった
事に少し変化と進化を加えてみる精神は大切だと思いま
す。また、稽古前には目標を持って稽古に挑む事は大変重
要な事だと思います。

2.　初心に帰る
　石巻は剣道が盛んで、老若男女の多くの剣士が揃って
います。私は小学生～高校生まで教える機会があります
が、どうしたら剣士が上達するかを考えます。分かりやす
い言葉で説明し、やって見せて、させてみせて、そして褒
める事を心掛けております。剣士に教える事で、昔自分が
先生に教わり、試して褒められた事を思い出し初心に帰
れます。また、自身が忘れていた事を思い出し気付きもあ
ります。

3.　昇段審査で大切な要素
①色々な方と交剣し、話をし、本を読んだり他人の動画や
自分の動画をみたりして研究心を持って剣道を楽しむ事。
②研究した事を稽古で試し、失敗や成功の繰り返しを継
続する事。　　　　　　　　　
③お世話になった
方への感謝の気持
ちで昇段審査に挑
戦する心。

　新型コロナウィルス感染症が流行する前は、お盆に
鰐陵同窓会総会が行われる日に合わせて、湯殿山道場
を会場に剣道部OB・OG会が行われておりました。内容
はOB・OGと現役生の地稽古、現役生とOB・OGの対抗
戦です。防具をつけない見学者も道場入り口で多数観
戦しておりました。
　稽古・対抗戦の終了後は会場を市内の飲食店に移し
て昼食会になります。OB・OGは久しぶりの再会に杯を
酌み交わし、現役生はOB・OGのおごりで満腹になると

いうのが定番でした。
　コロナ禍により、2年続けて中止となりましたが、令和
4年は、会食はせず、地稽古・対抗戦のみを実施する形で 
8月14日（日）に3年ぶりに開催することができました。

石巻高校剣道部OB・OG会の復活

名前　立見顕久（タツミアキヒサ）　　　
年令　50歳（昭和47年生）
出身地　兵庫県　　　
出身校　兵庫県相生高校卒業
　　　　京都産業大学卒業
勤務先　住友海上入社（現：三井住友海上）

剣道歴　小学2年生で大阪市豊中市大池道場にて剣道を始める
　　　　小学3年生で兵庫県相生若竹会に所属　
　　　　現在は三井住友海上剣道部に所属
戦歴　　■東西対抗出場
　　　　■全日本都道府県大会優勝2回（東京都から出場）
　　　　　　　　　　　　　　3位1回（兵庫県から出場）　　　
　　　　■全日本学生選手権大会3位
　　　　■関西学生選手権大会優勝
　　　　■全日本実業団大会優勝6回
　　　　■全日本高壮年大会優勝3回

＜プロフィール＞

　今後、益々の石
巻剣道連盟の発
展と皆さま方の
ご健勝とご多幸
を心から祈願し
ております。

立見 顕久



令和 4年度から石巻観光大使に任命された
若手俳優小松準弥さんから寄稿いただきました。

称号
、段
位
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者
の紹
介

石巻剣道連盟広報・記録部

　石巻剣道連盟の皆様には、剣道の普及発展、少年剣
道の指導等、常々多大なる御尽力を賜っております事
に心から敬意と感謝を申し上げます。又、当連盟の運
営に際しましても、お力添えを賜っております事にも
感謝申し上げる次第であります。
　さて、2020年の3月以降、新型コロナウィルス感染
症について全剣連から様々な規制、情報が発信され、
今迄通りの稽古も制約され、各種大会を開催出来ず大
変な思いをしながらの3年間でした。しかし、そのよ
うな中においても剣道を続けて来られた事自体、二度
と味わう事のない自己研鑽だったと受け止め、今後の
大きな糧にして欲しいと願うものであります。
　ところで、新型コロナウィルス感染症も政府は、5
月8日「二類相当」から季節性インフルエンザなどと
同じ「五類」に移行する方針を決定しました。季節性イ
ンフルエンザと同じだから、感染者や濃厚接触者に求
められている待機期間はなくなることになりますが、
感染した場合には、これも季節性インフルエンザと同
じで、周囲に広げないよう行動する事が大切です。今
後も、自分は自分で守る事を基本にしっかり健康管理
に努めた上で稽古や指導に励んでいただきたくお願
い致します。

- 石 巻 剣 道 連 盟 広 報 誌 -
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編集
後記

石巻剣道連盟

齋藤 正美

6

「剣道耕人」は、石巻（旧河北町）が生んだ
剣道範士八段武山松五郎先生の遺文で
ある。武山先生は人づくりの重要性を強
く認識され、「剣道をもって人を耕す」と
いう信念で剣道の振興発展に尽力され
た方である。武山先生は常に、指導者は、
剣道の事理一致の修業を通じて自らを
高めることが大切であり、剣の理法を修
練する中で青少年の心身を耕し、人間形

「剣道耕人」の由来

成をはかることが剣道本来道本来の姿であると説かれた。石巻剣
道連盟広報誌発刊に当たり、武山先生の御意思である「剣道は処
生大道なり、耕は尽くることなし」を継承すべく、広報誌名を「剣
道耕人」と命名した。

　ところで、現代社会において少子化が大きな社会
問題となっており、小学校、中学校の児童生徒の減少
は、我々剣道連盟においても大きな問題であります。
各道場や剣道スポーツ少年団、中学校での部活動に
おいて、チーム編成が出来ないところも多くなって
おります。それを解決する為には、道場間、スポ少間、
各中学部活間、お互いに合同チームでの大会参加な
ど色々方策を講じて行く事が今迄以上求められてい
ると思われます。一人でも多く一生剣道出来る環境
づくりを真剣に実践してまいりましょう。
　令和5年度は、各種大会がコロナ禍以前のように
開催されますので、大会運営等色々御苦労をおかけ
致しますが、本連盟の運営も合わせてお願い申し上

　コロナに社会全体が震撼し、剣道界も
活動制限を余儀なくされた３年間でし
た。そのような中で、石巻剣道連盟とし
ても手探り状態ながら活動方法を模索
してきました。活動制限の中にもかかわ

　皆様はじめまして、小松準弥と申しま
す。私は宮城県石巻市出身で、現在は「仮面
ライダーリバイス」門田ヒロミ/仮面ライ
ダーデモンズ役や歌劇『桜蘭高校ホスト
部』須王環役など、舞台やドラマなどを中
心に俳優として活動させていただいてお
ります。
　私は小学2年生から10年間、剣道に励ん
できました。その中で得た経験は今でも私
の人生の礎であり、俳優としての今の自分
があるのは、そのかけがえのない時間が
あったからだと自負しております。
　剣道を通して今でも大切にしていること
があります。それは感謝の気持ちを持って
諦めずに努力をすれば、いつか素晴らしい
景色を見ることができるということです。
　私は中学3年の頃、三獅剣友会というス
ポーツ少年団に所属しており、全日本少年
剣道錬成大会宮城県予選大会で団体戦2位
となり、夢だった全国大会出場を果たしま
した。しかし、この夢を果たせたのは自分
だけの力ではありません。同じ夢を持った
親友であり戦友でもある仲間たちがいて

遠藤秀之 菅野勝也 佐藤修一 遠藤雅宏 佐々木宏明 佐藤重男

◉令和4年度　称号、段位合格者＜剣道＞
教士 教士 七段 七段 七段 七段

会長

くれたこと、厳しさ以上に愛情と温かさを
持った恩師、父兄の皆さまなど、周りの方々
がいてくださったおかげです。
　人間誰しも一人では大きなことは成し遂
げられません。そこには必ず仲間、そして支
えてくれる方々がいます。その全ての皆様
に感謝の気持ちを持ち、真っ直ぐ素直な気
持ちで励んでいけば、必ず道は開けます。夢
を叶えることも大切かもしれませんが、そ
れだけが全てではないと私は思います。夢
を叶えるために歩む道のりやその過程、目
に見えない大切なものにどれだけ敏感にな
り、感謝していけるかが大切だと感じてお
ります。その経験が今の私にも繋がってい
るので、現在、そしてこれから剣道に勤しむ
子どもたちや若い世代の皆様にも、自分な
りに大切なことを見つけ、将来の夢や人生
の助けになることを願っています。
　改めて剣道という武道は素晴らしいもの
です。剣道を通して大切なことを見つけな
がら、思いっきり楽しんでほしいなと思い
ます。少年少女剣士たちよ、楽しく笑顔で！
大きく羽ばたけ！

小
松

準
弥

げます。
　令和5年度本連盟、更な
る飛躍の年となるようお
祈り申し上げます。らず広報誌第９号を発行出来る様になりましたこと、嬉し

い限りです。皆様のご協力によりこの様に発行出来ます事
有難く思います。ワクチン接種も進み、活動制限も緩和さ
れつつ有ります。取り返す事の出来ない時間を、憂うこと
なく有意義に過ごせるようになることを期待します。今回
の発行に当たって寄稿を快諾頂きました方々に感謝いた
します。大変有難うございました。

佐藤 潤
七段

宇都宮康弘
七段

K
O

M
A

TSU

JU
N

Y
A

＜剣道＞

若生孝之 鈴木克範 内海泰史 佐藤智博
六段 六段 六段 六段

今野幸夫
六段

日下啓一
五段

木村剛美
五段

＜居合道＞ ＜剣道＞


